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慶
応
２
年（
１
８
６
６
）
７
月
、

天
童
東
方
の
関
山
峠
に
向
か
う
街

道
沿
い
の
山
間
部
を
中
心
に
無
宿

共
の
一
揆
、
い
わ
ゆ
る
「
兵
蔵
騒

動
」
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
同
年
８
月
、
代
官

山
田
佐
金
次
は
「
文
久
農
兵
」
に

代
わ
る
新
し
い
「
強き
ょ
う
そ
う
に
ん

壮
人
」
取
立

制
度
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　

強
壮
人
は
、
柴
橋
陣
屋
の
場

合
、
筆
頭
の
頭
取
が
１０
人
で
文
久

の
農
兵
頭
と
同
数
で
同
じ
人
が
任

命
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
組
人
数
は

５０
人
と
減
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
頭
取
の
判
断
で
自
身
の
支

配
下
か
ら
５０
人
を
選
び
、
実
質
１

０
０
人
と
す
る
方
法
が
取
ら
れ
る

な
ど
頭
取
の
権
限
が
強
化
さ
れ
た

点
は
文
久
の
農
兵
組
織
と
は
大
き

く
異
な
る
点
で
し
た
。

　
非
常
の
際
の
合
図
は
、
①
ま
ず

陣
屋
の
半
鐘
か
ら
村
ご
と
に
打
ち

つ
ぐ
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
強
壮
人

は
頭
取
の
も
と
に
駆
け
つ
け
る
こ

と
。
②
異
変
の
場
所
が
わ
か
ら
な

い
と
き
は
陣
屋
へ
申
し
出
る
と
と

も
に
人
数
は
全
部
揃
わ
な
く
て
も

速
や
か
に
行
動
す
る
こ
と
。
③
組

人
数
５０
人
の
中
に
は
５
人
ご
と
に

小
頭
役
を
決
め
る
こ
と
。
④
兵
糧

第7２話　強壮人頭取と豪農

は
必
ず
１
食
を
準
備
し
、
出
張
場

所
で
は
村
役
人
・
頭
取
な
ど
へ

「
焚
き
出
し
」
を
申
し
入
れ
る
こ

と
。ま
た
、慶
応
４
年
２
月
に
は
、

強
壮
頭
取
に
と
っ
て
も
う
ひ
と
つ

重
大
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
こ
れ
ま
で
村
山
郡
内
の
主

と
し
て
経
済
統
制
に
あ
た
っ
て
き

た
「
郡
中
総
代
」
を
排
し
、
代

わ
っ
て
「
郡
中
村
々
取
締
役
」
を

置
い
た
こ
と
で
し
た
。

　
「
取
締
役
」が
こ
れ
ま
で
の「
総

代
」
と
違
う
点
は
村
々
の
警
備
・

探
索
を
主
と
す
る
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
当
時
、
慶
応
３
年
１０
月
に

は
将
軍
徳
川
慶
喜
の
大
政
奉
還
、

慶
応
４
年
１
月
に
は
鳥
羽
・
伏
見

の
戦
い
が
起
こ
り
、
ま
た
１
月
末

に
は
新
政
府
の
勢
い
が
東
北
に
及

ぶ
な
ど
村
山
郡
幕
領
の
立
場
は
極

め
て
微
妙
な
と
こ
ろ
に
あ
り
、
村

山
郡
幕
領
の
「
取
締
役
」
の
設
置

は
、
そ
の
中
で
の
最
後
の
統
制
手

段
で
し
た
。

※
参
考　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
８
章
第
２
節　
幕
末
の
騒
動

　
と
農
兵
制

小
林
苑そ

の
か華

さ
ん

ス
キ
ー
大
回
転
で
全
国
大
会
出
場

　
中
山
中
１
年

の
小
林
苑
華
さ

ん
（
あ
お
ば
）

が
ス
キ
ー
女
子

大
回
転
（
Ｇ
Ｓ

Ｌ
）
で
全
国
大

会
に
出
場
し
ま

し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
１
月
１６
日
に
米
沢
ス

キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
２４
年
度

全
国
中
学
校
体
育
大
会
第
５０
回
全
国
中

学
校
ス
キ
ー
大
会
」
の
山
形
県
予
選
会

で
み
ご
と
４
位
で
予
選
通
過
。
２
月
２

日
か
ら
６
日
に
富
山
県
立
山
山
麓
ス

キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
小
林
さ
ん
は
「
１
年
生

で
全
国
大
会
に
行
く
と
い
う
目
標
は
達

成
し
た
の
で
、
次
の
目
標
は
大
き
く
全

国
上
位
入
賞
、
そ
し
て
全
国
制
覇
で

す
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う

　
名
古
屋
市
中
村
区
に
お
住
ま
い
の
中

嶋
洋
さ
ん
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
し

て
１
万
円
を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

中
山
町
と
山
形
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

災
害
時
に
お
け
る
物
資
の
提
供
等
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
町
は
災
害
が
発
生
し
た
際
に
優
先
的
に

飲
食
物
や
日
用
品
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
災
害
協
定
を
山
形

県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
と
締
結
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
も
町
で
は
下
記
４
団
体
と
協

定
を
結
ん
で
お
り
、
今
回
の
協
定
で
５
団

体
目
と
な
り
ま
す
。

　
２
月
６
日
に
は
大
津
町
長
と
松
本
山
形

県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
会
長
理
事
が
協

定
を
締
結
。
県
内
行
政
機
関
で
は
１７
番
目

と
な
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
時
、
同
組
合
連
合
会
は

被
災
地
に
物
資
の
搬
入
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、
避

難
所
や
仮
設
店
舗
の
設
営
に
尽
力

し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
協
定
に
よ
り
町
で
は
備
蓄

品
等
の
保
管
場
所
を
確
保
す
る
こ

と
な
く
、
必
要
な
時
期
・
場
所
に

必
要
な
量
を
即
座
に
提
供
し
て
も

ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

　
町
で
は
こ
れ
か
ら
も
必
要
に
応

じ
、
災
害
協
定
を
結
ん
で
い
く
予

定
で
す
。

協定締結月 協定先 協定内容

Ｈ２４年５月 東北カートン㈱ ダンボール製品の提供

Ｈ２４年６月 中山建設同友会 人員や建設機械等の支援

Ｈ２４年７月 ㈱ヤマザワ 飲食物、日用品等の提供

Ｈ２４年７月 ㈱ヤマザワ薬品 医薬品、救急用品等の提供

Ｈ２５年２月 山形県生活協同
組合連合会 飲食物、日用品等の提供

これまでの中山町と他団体との災害協定

　首都圏を中心に中山町出身者で組織する東京
中山会（秋葉功会長）の「ふるさとの集い」が
２月１７日、東京都千代田区の都道府県会館で開
催され、町からは大津町長、須貝議長ほか１２名
が参加しました。会場の入り口では漬物などの
加工品、すももワイン、地酒「ひまわり娘」な
どが販売され、参加者は会場に入る前にふるさ

　２月３日、宮城の「かき」の再生と沿岸被災地
の復興を願って開催された「第３５回松島復興かき
まつり」の松島町の会場内に、中山町観光協会が
出店し、芋煮、玉こんにゃく、すももポン酢を販
売しました。
　中山町は昨年度より松島町との物産交流を実施
しており、今回も町の観光物産のＰＲと松島町と
の交流を継続するためこのイベントに参加しまし
た。当日は晴天でしたが、風が強く気温も低かっ
たため、あったかい芋煮や玉こんにゃくは完売と
なる盛況ぶりでした。

寄附ありがとう

との味を買い
求めていまし
た。
　「ふるさと
の集い」が始
まると、会場
に集まった約

　東京中山会より中山中学校建設に役立ててほ

１３０名の会員の皆さんは、酒を酌み交わしなが
ら故郷である中山町をしのび、懐かしそうに語
り合っていました。

松島復興かきまつりで
� 町特産品を販売ＰＲ 東京中山会「ふるさとの集い」

協定書をとりかわす大津町長（右）と山形県生活
協同組合連合会の松本会長理事（中央）

東京中山会「ふるさとの集い」東京中山会「ふるさとの集い」東京中山会「ふるさとの集い」東京中山会「ふるさとの集い」東京中山会「ふるさとの集い」東京中山会「ふるさとの集い」東京中山会「ふるさとの集い」東京中山会「ふるさとの集い」東京中山会「ふるさとの集い」東京中山会「ふるさとの集い」東京中山会「ふるさとの集い」
思い出話に花を咲かせて

しいと、１０万円を寄附して
いただきました。
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